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扶養親族数 限度額 

498万円 

536万円 

574万円 

612万円 

650万円 

1人 

2人 

3人 

4人 

5人 

　
母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
・
寡
婦
の
方
の

経
済
的
自
立
や
、扶
養
し
て
い
る
お
子
さ

ん
の
福
祉
増
進
の
た
め
に
、必
要
な
資
金

を
お
貸
し
す
る
制
度
で
す
。 

 　
貸
付
資
金
の
種
類
　
 

　
事
業
開
始
、事
業
継
続
、修
学
、技
能

習
得
、修
業
、就
職
支
度
、医
療
介
護
、生

活
、住
宅
、転
宅
、就
学
支
度
、結
婚
、特

例
児
童
扶
養
の
各
資
金
が
あ
り
ま
す
。 

 　
申
請
で
き
る
方
は
　
 

(1)
母
子
家
庭
の
母
 

　
20
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を
扶
養
し
て
い

て
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
 

・
配
偶
者
が
死
亡
、ま
た
は
配
偶
者
と
離

婚
し
、現
に
結
婚
し
て
い
な
い
方
 

・
配
偶
者
の
生
死
が
不
明
、ま
た
は
配
偶

者
か
ら
６
カ
月
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る

方
 

・
配
偶
者
が
外
国
に
い
る
た
め
、そ
の
扶
養

を
受
け
ら
れ
な
い
方
 

・
配
偶
者
が
精
神
ま
た
は
身
体
の
障
害
に

よ
り
長
期
に
わ
た
っ
て
働
け
な
い
方
 

・
配
偶
者
が
法
令
に
よ
り
拘
禁
さ
れ
て
い

る
た
め
、そ
の
扶
養
を
受
け
ら
れ
な
い
方
 

・
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
母
と
な
り
、現
に
結

婚
し
て
い
な
い
方
 

(2)
父
母
の
な
い
、20
歳
未
満
の
児
童
 

(3)
寡
婦（
か
つ
て
母
子
家
庭
の
母
で
あ
っ
た

方
） 

(4) 
40
歳
以
上
の
配
偶
者
の
な
い
方
で
あ
っ

て
、母
子
家
庭
の
母
お
よ
び
寡
婦
以
外

の
方
 

(5) 
右
記
(1)
に
該
当
す
る
母
の
子（
母
が
借

受
人
に
な
る
の
が
困
難
な
場
合
に
限

り
ま
す
。利
用
で
き
る
資
金
は
、修
学
・
 

修
学
支
度
・
修
業
・
就
職
支
度
の
み
と

な
り
ま
す
） 

※
申
請
に
際
し
て
は
、連
帯
保
証
人
が
必

要
で
す
。 

 　
所
得
制
限
に
つ
い
て
　
 

(1)
母
子
家
庭
の
母
、現
に
お
子
さ
ん
を
扶

養
し
て
い
る
寡
婦
の
方
 

　
前
年
の
所
得（
※
1
月
1
日
〜
5
月

31
日
ま
で
の
間
に
申
請
す
る
場
合
は
、前
々

年
の
所
得
）が
、扶
養
親
族
等
の
数
に
応

じ
た
限
度
額
未
満
の
方
が
対
象
で
す
。 

           (2)
右
記
(1)
以
外
の
方
 

　
所
得
額
が
２０３
万
６
０
０
０
円
以
下
の

方
 

 　
貸
付
の
申
請
　
 

　
申
請
は
、市
役
所
児
童
障
害
課
で
受

け
付
け
し
た
後
、埼
玉
県
埼
葛
南
福
祉

保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
に
て
調
査
・
審
査
の

う
え
、決
定
さ
れ
ま
す
。 

　
各
資
金
の
貸
付
限
度
額
、貸
付
期
間
、

償
還
期
間
な
ど
、詳
し
く
は
、埼
葛
南
福

祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
蕁
０４８
・
７３７
・
２
１
３

２
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

問
児
童
障
害
課
蕁
 内
４
２
７
 

母
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
制
度
 

                       

　
長
年
に
わ
た
り
、八
潮
市
議
会

議
員
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
振
興
・
青

少
年
育
成
に
携
わ
り
、地
方
自
治

の
発
展
に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、

住
民
福
祉
の
向
上
と
市
政
の
発

展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。 

           

　
長
年
に
わ
た
り
、更
生
援
護
施

設
に
従
事
し
、障
害
を
持
っ
た
方
々

の
社
会
支
援
や
生
活
訓
練
を
行

い
、社
会
復
帰
に
つ
い
て
の
支
援
を

行
う
と
と
も
に
、福
祉
行
政
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。 

                    

　
保
護
司
と
し
て
、長
年
に
わ
た

り
、職
務
に
精
励
し
、犯
罪
予
防

活
動
や
社
会
秩
序
の
維
持
に
尽

力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、法

務
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

           「
税
金
で
　
み
ん
な
の
町
が 

　
　
　
　
　
　
　
い
き
い
き
と
」 

（
受
賞
作
品
＝
税
に
関
す
る
標
語
） 

　
11
月
17
日
、八
潮
メ
セ
ナ
で「
税

に
関
す
る
標
語
・
作
文
」
入
選
者

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。市
内

中
学
校
生
徒
の
皆
さ
ん
の
中
か
ら
、

「
税
に
関
す
る
標
語
」で
26
人
、「
税

に
つ
い
て
の
作
文
」で
10
人
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。 

            

　
八
潮
市
農
業
委
員
と
し
て
、長

年
に
わ
た
り
、農
業
行
政
の
振
興

発
展
に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
都
市

型
農
業
の
確
立
に
努
め
、農
業
と

都
市
が
共
存
で
き
る
地
域
づ
く

り
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
功
績

が
認
め
ら
れ
、埼
玉
県
知
事
か
ら

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

 

    

　
次
の
方
々
は
、民
生
委
員
・
児

童
委
員
と
し
て
、長
年
に
わ
た
り
、

地
域
の
福
祉
向
上
に
尽
力
さ
れ

た
功
績
が
認
め
ら
れ
、埼
玉
県
知

事
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

           

           

　
(社)
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟

埼
玉
県
第
27
団
は
、共
同
募
金

活
動
奉
仕
団
体
と
し
て
、率
先
し

て
活
動
し
、そ
の
功
績
が
認
め
ら

れ
、埼
玉
県
知
事
か
ら
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。 

平
成
17
年
秋
の
叙
勲
・
表

彰
で
、次
の
方
々
が
受
章
の

栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。 

関 

金
吾
さ
ん 

（
大
曽
根
） 

川
政 

勲
さ
ん 

（
緑
町
二
丁
目
） 

相
田
か
な
え
さ
ん 

（
八
潮
中
学
校
１
年
） 

渋
谷 

茂
さ
ん 

（
八
潮
一
丁
目
） 

塚平 弘子さん 
（柳之宮） 

白石 幸枝さん 
（八條） 

石田 八重子さん 
（中央三丁目） 

小幡 幸代さん 
（緑町五丁目） 

団委員長 
山田 洋子さん 

　
橋 

賢
　
さ
ん 

（
垳
） 

埼
玉
県
社
会
福
祉
大
会

埼
玉
県
社
会
福
祉
大
会 

埼
玉
県
知
事
表
彰

埼
玉
県
知
事
表
彰 

埼
玉
県
社
会
福
祉
大
会 

埼
玉
県
知
事
表
彰 

旭
日
双
光
章

旭
日
双
光
章 

旭
日
双
光
章 

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
双
光
章 

瑞
宝
双
光
章 

埼
玉
県
更
生
保
護
大
会

埼
玉
県
更
生
保
護
大
会 

法
務
大
臣
表
彰

法
務
大
臣
表
彰 

埼
玉
県
更
生
保
護
大
会 

法
務
大
臣
表
彰 

関
東
信
越
国
税
局
長
賞

関
東
信
越
国
税
局
長
賞 

関
東
信
越
国
税
局
長
賞 

産
業
功
労

産
業
功
労 

埼
玉
県
知
事
表
彰

埼
玉
県
知
事
表
彰 

産
業
功
労 

埼
玉
県
知
事
表
彰 

藤波 彰氏 

顕
彰
者
紹
介
 

〈
生
年
月
日
〉 

昭
和
13
年
４
月
20
日 

〈
住
所
〉 

八
潮
市
大
字
南
後
谷
763
番
地 

〈
主
要
経
歴
〉 

　
昭
和
56
年
９
月
か
ら
市
議
会
議

員
、平
成
元
年
７
月
か
ら
八
潮
市

長
に
就
任
さ
れ
、以
後
３
期
12
年
の

長
き
に
わ
た
り
卓
越
し
た
識
見
と

優
れ
た
行
政
手
腕
お
よ
び
指
導
力

に
よ
り
、生
涯
学
習
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
、つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
導
入

を
始
め
、市
政
の
進
展
と
公
共
の

福
祉
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 

〈
受
賞
歴
〉　
平
成
14
年 

　
　
　
　
　
埼
玉
県
知
事
表
彰 

　
　
　
　
　（
地
方
自
治
功
労
） 

八
潮
市
名
誉
市
民
に
 

藤
波
彰
氏
 

　
市
民
生
活
の
向
上
や
社
会
文

化
の
進
展
な
ど
、市
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
て
き
ま
し
た
前
市
長

の
藤
波
彰
氏
に
、八
潮
市
名
誉
市

民
の
称
号
が
贈
ら
れ
、11
月
20
日

に
八
潮
メ
セ
ナ
で
名
誉
市
民
顕
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
顕
彰
式
は
、全
国
生
涯
学
習

ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
式
典

の
中
で
執
り
行
わ
れ
、約
300
人
の

方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

　
多
田
市
長
か
ら
は
、藤
波
氏
が

市
政
発
展
の
た
め
に
尽
力
さ
れ

た
功
績
や
名
誉
市
民
に
選
ば
れ

た
経
緯
が
紹
介
さ
れ
、「
今
後
も

八
潮
市
の
更
な
る
発
展
の
た
め
に

ご
指
導
を
い
た
だ
き
た
い
」
と
の

あ
い
さ
つ
が
あ
り
、ま
た
、来
賓
を

代
表
し
て
渋
谷
市
議
会
議
長
、

大
山
県
議
会
議
員
、鈴
木
名
誉

市
民
か
ら
温
か
い
祝
辞
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。 

　
八
潮
市
の
名
誉
市
民
は
、平
成

３
年
度
に
授
与
さ
れ
た
鈴
木
　

治
氏
に
続
い
て
２
人
目
と
な
り
ま

す
。 

お
め
で
と
う
 

　
ご
ざ
い
ま
す
 

お
め
で
と
う
 

　
ご
ざ
い
ま
す
 

 




